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１．研究計画の概要 

本研究の最終目標は、「小児がんの子ども

が病気を自分のこととして捉え、自分が受け

る処置や自分の生活を選んだり、決めたりす

ることができるように援助すること」である。

その一つの方法として現代の子どもの興味を

引きやすい、また馴染み深いComputer Aided 

Instruction（CAI）を用いた援助プログラム

を作成する。 

まず、（１）小児がんの子どもが、苦痛を

伴う治療を主体的に乗り越えることを促す

看護援助に関して病院の看護師を対象に郵

送により実態調査を計画する。次に、（２）

実態調査の結果と、千葉県下の小児がんの子

どもの看護の経験のある看護師による専門

家会議を通して疾患別のCAIの内容を検討し、

プログラムを使用した介入を実施する。疾患

は、〔白血病〕〔固形腫瘍（神経芽腫など手

術あり）〕〔脳腫瘍（手術＆放射線〕の3種

類程度を予定している。 

 

２．研究の進捗状況 

2007 年 12 月～2008 年 5 月にかけて、治療

への子どもの主体性を高めるために、看護師

が行っている援助の工夫と主体性を高める

援助に関して難しいと感じることに関して

面接調査を実施した。   

また、実際に子どもに病気や治療を説明す

るのは医師であるため、計画段階では予定し

ていなかったが、医師に対しても同様の調査

を実施し、医師と看護師の関わりの工夫や医

師が看護師に望むことなどについて検討し

た。 

2008 年 12 月より「血液腫瘍の子どもと固

形腫瘍の子どもと親が必要としている病気

や治療に関する説明内容と説明する時期に

ついて」調査中である。平行して、インター

ネットを用いた情報発信に向けて準備をす

すめている。 

 

３．現在までの達成度 
 
③やや遅れている。 
 
 当初の予定では、〔白血病〕〔固形腫瘍（神
経芽腫など手術あり）〕〔脳腫瘍（手術＆放射
線〕の３つの疾患別プログラムを検討してい
たが、脳腫瘍は症例も少なく個別性が高いた
め、現在は〔白血病〕〔固形腫瘍（神経芽腫
など手術あり）〕の２つの焦点を絞って検討
中である。また、疾患や入院に関する情報と
しては、重なる部分も多いため、情報提供と
しては、治療や処置別に作成することとした。 
 また計画した時には、看護師への調査と専
門家会議のみから CAI の内容を検討し、プロ
グラムを使用した介入を実施する予定であ
ったが、医師への調査や子どもと親への調査
を加えたため、研究期間内での介入とその評
価が難しい現状である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 現在、ホームページを作成し、子どもの主
体性を高めるために必要な子どもと家族へ
の情報提供と入院中の痛みや吐き気などを
記録する日記などを広く看護職が使用でき
るように準備している。 
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最終年度で、子どもと家族への情報提供の
内容と、看護職向けの関わりのマニュアルを
完成する予定である。 
介入によるプログラム修正、精錬までは出

来ないが、ホームページを継続することで、
科学研究終了後にも本研究結果を用いた援
助プログラムの洗練につとめていきたい。 
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